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反応型けい酸塩系表面含浸材による

新設橋梁の長寿命化対策

E工事概要

工事名称 ．平成25年度東海環状下g高架橋筋

PC上部工事

工事場所 ：岐阜県安八郡神戸｜町下宮地内

発注者 ：国土交通省中部地方獲備局岐阜国道

事務所

施工期I問。平成27年2～3"1

施工部位 ．床l坂下回（跨道部）

総工面積 ：110m 

使用材料 ．「コ ンクリート改質斉1JCS-21J（（悌ア

ストン）

主主布怨 ・200g/rrl（乾燥悶形分量： 63g /rrl) 

E材料選定の経緯

本工事は．国道475号東海環状自動車道の名

古屋市の周辺30～40km闘に位蛍する愛知岐阜

・三1¥3Mの畿閉・瀬戸・土岐・関・岐阜大垣・

四日市毒事の務都市を環状に巡絡し新東名 ・新

名神，東名・名神高速や中央選 ・東海北陸道線

と広滅的なネ γ トワークを形成する延長約160

kmの;rr,規格，；玲線道路のうち，建設中の西回り区

間に位i注する新設機梁の上部工工司1である。

中部地方皇室備局管内の新設機梁は，現主E，「橋

梁の長寿命化に向けた殺害十の手引き（~） J （以
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下，手引き；）に沿ってE宣言1：されている。当激工

事は，国道および主~地方選の跨道部があり，

第三者被害防止の級点から， ~J務予防対策とし

てけい酸温系表面含浸材の適用が検討された。

E材料の選定方法

本工事に適用する表1百合後材の選定にあたっ

ては，特況において，（公社）土木学会発刊の fコ

ンクリートライブラリー119表面保議工法 t宣

言十施工指針（~）J およぴ『同137 けい自主滋系表

而含浸工法の設計施工指針（君主）』が適用図舎と

され，滋化物イオンの浸透抑制（塩害対策），凍

結融解紙抗性向よ（lll!l!}対策），防水位などが婆 F

求性能とされていた。

本工事において使用した表面合法材は，

写真一1 全景

！ ・J コンクリー ト保全に貢献するNETIS妓術 ’－＇~ 

NETISの「布朗な新技術Jに選定されている

材料の中から．前述の要求性能を満たすことが

第三者機関による性能欽験結泉により夜明され

ており，かつ施工からJO年以上経過した災級の

追跡例査により効栄持続性（耐久性｝が確包でき

る材料を選定し，提築した結＊・採用された。

E施工手順

①路庄洗浄②材料室生物；or.t液）③湿潤倣水

＊②と①を 2～ 3回線返し.2oog1mの材料

を慾布。

’材料の特長

本工事において使用した袋iTfi合渋材は，硬化

後のコンクリート表面に主主布することで，健全

部および目視では発見しにくい微細なひび割れ

部にl!k遜し，コンクリー ト中のカルシウム成分

などと反応してCSH系結晶を生成する。

また，残f/1する未反応成分は，施工後に新た

に徴純lひび割れなどの盗徽が発生した場合．水

分の供給により溶解し，カルシウム成分と反応

する再反応性を有している。

これらの反応により．ひび割れ深書事を含むコ

ンクリート表幡宮容を組員後化し．水および各種劣

化限子の侵入を長期にわたり抑制することで．

防水および表商保議（劣化抑制）効来を発保す

る。かぶりコンクリートの耐久性を向上させ

て，鋼材腐食を抑制し．鉄筋コンクリート構造

写真一2 施工状況

物の長寿命化に者干与する。

水利反応活性知lを含有しており．材紛（新設・

波紋）を問わず効果を発郷すること．高濃度（乾

燥悶形分率 ・31.9%= JSCE-K572）であること，

下地コンクリー 卜が泌っていても総工できるこ

と．経年後に適用する補修 ・補強工法が限定き

れないことなどの特長がある。

E施工時の留意点と改善点

当該工事は．手引きにおける準集冷地域（気

織が低いまたは凍結防止剤散布訟が多い地域）

であり，けい君愛寝系表面含浸材の施工II幸Jlljが 2

～3月の冬望書施工となったため，低if.I.I時の施工

が課題となった。

材料自体は－ 2℃松度まで泌総しないため，

気温0℃以上あれば施工できるが．総布l時にi湿

潤散水などで水を使用するため，自主布した水が

凍結しないよう注意が必要であった。そのた

め，作業を10～15時程度と比較的気泌の向い

( 5℃以上）時間帯fとした（糧澗散水した水が乾

燥した後は0℃未織となっても問舗ない｝。

また，桁がプレキャスト裂であるため，表層

品質が潟〈．現場打ちコンクリートに比べ．材

料が浸透しにくかったため， 1回あたりの主主布

訟を減らして， 2～3聞に分けて材料自在布 .i.髭

絢散水を行った。

上自己のt-H~のため，施工日ごとに気級条件 ・

筋工数量なと’がチェックできるよう管理袋を作

成し，工程管理を行った。

’今後の展望

今後も．コンクリー卜構造物の将来的な維持

管理コスト総滅のため．普賢条件にあわせて最適

な予防保全対策を選定し，ストアクマネジメン

トに賀献したい。

（アストン儀会会員 ・福美逮段l鈎
久田Ill一郎）
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